
2016.7.21 （12）おおだ市議会だより

坂
根
印
刷 

納

　
慣
例
に
よ
る
役
員
改
選
で
、二
年
間
、広

報
広
聴
委
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
委
員
一
丸
と
な
り
、「
情
報
の
提
供
と
共

有
化
」を
図
る
た
め
に
も
、情
報
発
信
の
中

心
と
な
っ
て
、議
会
の
真
意
が
伝
わ
る
広
報

誌
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、ま
た
、市
民
の
皆

様
方
に
、手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、読
み
よ
く
・
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、今
年
度
も
議
会
報
告
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。皆
様
方
に
は
、議
会
広

報
誌
、あ
る
い
は
、議
会
活
動
等
々
、い
ろ
い

ろ
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
塩
谷
　
裕
志
）

　５月号に続き、新体制となった委員会の紹介です。今回より３回にわたり、各常任委員会（総務教育・民生・
産業建設）を紹介していきます！まずは、総務教育委員会です。政策企画部、総務部、消防部、教育委員会等を
担当しています。委員それぞれ、新たな気持ちでスタートしました。「そ・う・む・きょ・う・い・く」を頭に意気込
みを語ります！

視察受け入れ
視察日 議　会　名 人数 視　　察　　項　　目

5月10日
5月23日

鹿児島県伊佐市
鳥取県米子市

定住促進の取り組み
議会報告会の運営等

10名
11名

編
集
後
記

編
集
後
記

新 総 務 教 育 委 員 会 紹 介

く

い

そ

きょう

う

む
河 

村 有 

光

石 

橋

三 

浦

胡
摩
田

松 

村

内 

藤

次の定例会は
9月5日～29日の予定です。
市議会を身近に感じる良い機会です。
お気軽にお越しください。

◇傍聴席は定員64人です。
◇多数で傍聴に来られる場合は、あらかじめ
   議会事務局へご連絡ください。

議会傍聴のご案内

ま も と 地
震 等 を 教
訓に、いつ

でも、どこでも起き
る身近な災害を想
定して、対応策や課
題解決策等につい
て、積極的に取り組
んでいきます。

有光　孝次 委員

つ も 元 気
で、いちば
ん 西 か ら
通 っ て い

る、温泉大好き３世帯
９人家族です。元気な
大田市を目指し発言
していきます。

河村　賢治 委員

私無偏で
委員会に
取り組ん
できてお

りますが、引き続き
再任されましたの
で、特に消防・教育
に積極的に取り組ん
でいきます。

石橋　秀利 委員

ーマ銀のように世界をめ
ぐり、三瓶山のように大
地に根ざす地域の人材を

育て、世界と大田の未来を切り
拓くための教育を目指します。

三浦　靖 委員長

しろ姿なら許されるで
しょうが、いつも本会議
の中継では、質問者の後

方で目立っています。委員会でも
目立って頑張ります！

松村　信之 副委員長

ういくは一日にして成ら
ず。育むことを大切に、

子どもたちの心や身体が健や
かに成長することを願って活動
していきます。

内藤　芳秀 委員

っと声に出すにはお腹
に力が入ります。気合
が入る言葉です。“受け

取る”“動く”“打ち込む”“打ち
出す”を心がけます。

胡摩田　弘孝 委員
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だ
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6月定例市議会

補正額補正額補正額補正額

平成28年6月3日（金）～6月17日（金）

一般会計補正予算一般会計補正予算 可決
5,728万円5,728万円5,728万円5,728万円

地域活性化調査検討特別委員会

◎塩谷　裕志 ○森山　幸太
　有光　孝次 　大西　　修
　林　　茂樹 　河村　賢治
　小林　　太 　石田　洋治
　胡摩田弘孝

小規模な集落が、広い範囲に点在する大田市にお
いて、住みやすいまちづくり、持続可能なまちづく
りの充実に向け調査検討し意見具申する

行財政改革特別委員会

◎松村　信之 ○清水　　勝
　石橋　秀利 　福田佳代子
　月森　和弘 　松葉　昌修　
　三浦　　靖 　小川　和也
　森山　明弘

市民サービスの低下を招くことなく、効率的で効
果的な行財政運営に向け、議会は議会の視点で
引き続き調査検討し意見具申する

議
員
提
出
議
案

▼
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

▼
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正

に
お
け
る
福
祉
用
具
、
住
宅

改
修
の
見
直
し
に
関
す
る
意

見
書

【
継
続
審
査
・
民
生
委
員
会
付

託
】

▼
特
別
委
員
会
の
設
置

６月定例議会は、一般会計及び国民健康保険事業特別会計の平成２８年度補正予算の
ほか、条例案件４件、承認案件３件について慎重に審議した結果、全議案とも原案どお
り可決しました。また、議員提出による地方財政の充実強化を求める意見書、特別委員
会の設置についても原案どおり可決しました。

 

コミュニティ助成事業
（宝くじ助成） ６７０万円

○宅野神楽団：神楽衣装等備品の整備
○長久まちづくりクラブ：イベント用備品の整備
○志学自主防災会：防災資機材

地域密着型サービス拠点整備補助

１，０３０万円

定期巡回・随時対応型訪問介護
看護事業所開設時の準備経費補助（ ）

大田市企業立地奨励金
（設備投資助成・雇用助成） ２，２００万円

待機児童ゼロ化事業費補助事業
（年度中途の入所受入を行うための人件費補助）

保育所ＩＣＴ化推進事業
（保育所業務効率化による業務システム、ビデオカメラ購入補助）

１，０８９万円

健康保養都市おおだプロジェクト（ヘルスツーリズム推進のための事業）
“おおだ”で働こう！人財育成事業（市内で働く人材の確保、研修会等）
経営体育成支援事業（共同利用機械等取得経費補助・トラクター、コンバイン）
ふるまい体験活動推進事業（五十猛・朝波・池田小学校・第三中学校）
学校図書館活用教育研究事業（大田・五十猛・仁摩小学校）
用地取得費（波根東漁港整備時の残地の一部を隣接所有者に売却するため）

１，９６５万円
１００万円
427万円
40万円
30万円
35万円

そ の 他 の 内 容 補正額

主 な 補 正 内 容

６
月
17
日

・
地
方
創
生
交
付
金
に
係
る
大

田
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
大
田
市
重
点
要

望
事
業
に
つ
い
て

〜
議
案
の
審
査
ま
た
は

議
会
の
運
営
に
関
し
協

議
・
調
整
を
お
こ
な
い

ま
す
〜

全
員
協
議
会

　
　
　の
議
題

（一般会計総額  230億4,828万円）（一般会計総額  230億4,828万円）（一般会計総額  230億4,828万円）（一般会計総額  230億4,828万円）

○㈱島根県食肉公社

▼
特
別
委
員
会
の
設
置

※
　
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

○（医）仁寿会（和かち逢う家）
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○

○
○

●
○

○
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議
案

第
263号

大
田

市
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
の

人
員

、設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

等
を

定
め

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○
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議
案

第
264号

大
田

市
指

定
地

域
密

着
型
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護

予
防

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
の

人
員

、設
備

及
び

運
営

並
び

に
指

定
地

域
密

着
型

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

に
係

る
介

護
予

防
の

た
め

の
効

果
的

な
支

援
の

方
法

に
関

す
る

基
準

等
を

定
め

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

─

議
案

第
265号

平
成

２８
年

度
大

田
市

一
般

会
計

補
正

予
算（

第
２

号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
─

■
議

員
提

出
議

案

議
案

第
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特
別

委
員

会
の

設
置

に
つ

い
て

原
案

可
決
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0 

○
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○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
─

議
案

第
267号

特
別

委
員
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の

設
置

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
─

意
第

12
号

地
方

財
政

の
充

実
・

強
化

を
求

め
る

意
見

書
の

提
出

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
─

意
第

13
号

次
期

介
護

保
険

制
度

改
正

に
お

け
る

福
祉

用
具

、
住

宅
改

修
の

見
直

し
に

関
す

る
意

見
書

の
提

出
に

つ
い

て
継

続
審

査
議

会
閉

会
中

の
継

続
審

査
（

民
生

委
員

会
付

託
）

■
陳

情

陳
情

第
12号

ＴＰＰ
協

定
を

国
会

で
批

准
し

な
い

こ
と

を
求

め
る

意
見

書
提

出
方

に
つ

い
て

不
採

択
16 ：

3 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
●

─

※
定

数
２０

名
、

う
ち

議
長

（
内

藤
芳

秀
）

は
採

決
に

加
わ

り
ま

せ
ん

　
　

※
○

は
賛

成
　

●
は

反
対

等
（

反
対

、
継

続
審

査
、

態
度

保
留

等
々

）　
　

※
欠

は
欠

席
　

　
※

除
は

除
斥

（
当

該
議

員
の

一
身

上
ま

た
は

利
害

関
係

の
あ

る
議

案
の

た
め

採
決

等
議

事
に

は
加

わ
り

ま
せ

ん
）

　
第
９
回 

委
員
会
を
４
月
12
日
に
開
催
。

執
行
部
か
ら
新
病
院
建
設
事
業
に
お
け

る
、
変
更
基
本
設
計
の
概
要
等
の
説
明
を

受
け
、
そ
れ
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
内
容
は
、
概
算
事
業
費
１
２
８
億
円
、

う
ち
本
体
工
事
89
億
円
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
平
成
28
年
度
変
更
実
施
設
計
、
平
成
29

年
度
着
工
、
平
成
31
年
度
後
半
で
の
開
院

を
目
指
す
と
の
説
明
後
、
質
疑
応
答
を
行

っ
た
。

　
主
な
も
の
は
、
以
下
の
と
お
り
。

　　
　
全
体
の
財
政
、
事
業
の
進
め
方
に
つ

い
て

　
　
病
院
建
設
は
、
最
重
要
課
題
、
最
優

先
事
項
と
い
う
考
え
方
で
、
過
疎
債
等
の

確
保
を
図
り
た
い
。
市
立
病
院
の
重
要
性

を
訴
え
、
国
・
県
と
連
携
し
て
財
源
確
保

に
努
め
る
。

　
　
経
営
計
画
の
医
師
数
に
つ
い
て

　
　
23
名
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、
年
度
内
に

２
名
増
の
25
名
体
制
に
な
る
。

　
　
外
科
医
師
に
つ
い
て
ど
れ
く
ら
い
医

師
確
保
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　
　
外
科
系
医
師
10
名
程
度
は
必
要
と
思

っ
て
い
る
。
手
術
を
行
う
こ
と
が
病
院
経

営
上
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
全
国
的
に
外

科
医
が
不
足
し
て
い
る
が
、
２
名
な
い
し

３
名
程
度
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
　
Ｖ
Ｅ
提
案（※

）と
か
技
術
提
案
で
事

業
費
の
削
減
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

　
　
大
手
施
工
業
者
が
持
つ
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
事
業
費
の
削
減
を
図
り

た
い
。

　
委
員
の
意
見
と
し
て
、
病
院
建
設
は
大

事
で
あ
る
が
、
他
の
事
業
が
し
に
く
く
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
、
大
田
市
独

自
で
で
き
る
財
源
確
保
に
向
け
努
力
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
、「
地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
地

域
医
療
構
想
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出

に
つ
い
て
審
議
し
、
病
院
建
設
計
画
を
具

体
的
に
表
現
し
、
二
次
医
療
圏
、
中
核
病

院
と
い
う
位
置
付
け
も
入
れ
、
県
、
県
議

会
に
明
確
な
意
見
を
次
期
議
会
に
提
出
す

る
方
向
性
を
確
認
し
た
。

（※

）Ｖ
Ｅ
提
案
：
品
質
を
下
げ
な
い
で
コ
ス
ト
を
低
減
す

る
、
又
は
コ
ス
ト
を
上
げ
な
い
で
品
質
が
向
上
す
る
提
案
。

大
田
市
立
病
院
医
療
体
制
検
討

　
　
　
特
別
委
員
長
　
中
間
報
告

月森　和弘 委員長

問

問

問答 答

答

答問

▲平成 32 年秋、グランドオープン予定の大田市立病院

　
７
月
１
日（
金
）、今
年
度
９
回
目
を
迎
え

る
石
見
銀
山
遺
跡
世
界
遺
産
登
録
記
念
日

給
食
に
合
わ
せ
、議
長
を
含
む
総
務
教
育
委

員
会
の
委
員
７
名
と
副
議
長
が
大
田
３
中
を

訪
問
し
ま
し
た
。

「
石
見
銀
山
遺
跡
世
界
遺
産
登
録

記
念
日
給
食
」に
係
る
学
校
訪
問

で
大
田
３
中
へ

　
大
田
３
中
は
全
校
生
徒
数
が
32
名
の
小

規
模
な
学
校
で
す
が
、工
夫
さ
れ
た
授
業
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。生
徒
一
人
ひ
と
り

に
目
が
行
き
届
く
授
業
は
、個
性
を
活
か
せ

る
場
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
一
方
、当
日
の
給
食
は
、〜
未
来
へ
伝
え
よ

う
大
田
の（
食
）宝
〜
と
題
さ
れ
、地
元
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
特
別
献
立
が
提
供
さ

れ
、ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
、全
校
生
徒
、教
職
員

と
一
緒
に
味
わ
い
ま
し
た
。生
徒
に
よ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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反対等

木村幸司

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

松葉昌修

河村賢治

林

　
茂樹

大西

　
修

月森和弘

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

内藤芳秀

■
市
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築
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○
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を
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委
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）

■
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情
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情
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ＴＰＰ
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会
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と

を
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て
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※
定

数
２０

名
、
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ち

議
長

（
内
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芳

秀
）

は
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決
に

加
わ

り
ま

せ
ん

　
　

※
○

は
賛

成
　

●
は
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対

等
（

反
対

、
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審

査
、

態
度

保
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等
々

）　
　

※
欠

は
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席
　

　
※

除
は

除
斥

（
当

該
議

員
の

一
身

上
ま

た
は

利
害

関
係

の
あ

る
議

案
の

た
め

採
決

等
議

事
に

は
加

わ
り

ま
せ

ん
）

　
第
９
回 

委
員
会
を
４
月
12
日
に
開
催
。

執
行
部
か
ら
新
病
院
建
設
事
業
に
お
け

る
、
変
更
基
本
設
計
の
概
要
等
の
説
明
を

受
け
、
そ
れ
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
内
容
は
、
概
算
事
業
費
１
２
８
億
円
、

う
ち
本
体
工
事
89
億
円
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
平
成
28
年
度
変
更
実
施
設
計
、
平
成
29

年
度
着
工
、
平
成
31
年
度
後
半
で
の
開
院

を
目
指
す
と
の
説
明
後
、
質
疑
応
答
を
行

っ
た
。

　
主
な
も
の
は
、
以
下
の
と
お
り
。

　　
　
全
体
の
財
政
、
事
業
の
進
め
方
に
つ

い
て

　
　
病
院
建
設
は
、
最
重
要
課
題
、
最
優

先
事
項
と
い
う
考
え
方
で
、
過
疎
債
等
の

確
保
を
図
り
た
い
。
市
立
病
院
の
重
要
性

を
訴
え
、
国
・
県
と
連
携
し
て
財
源
確
保

に
努
め
る
。

　
　
経
営
計
画
の
医
師
数
に
つ
い
て

　
　
23
名
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、
年
度
内
に

２
名
増
の
25
名
体
制
に
な
る
。

　
　
外
科
医
師
に
つ
い
て
ど
れ
く
ら
い
医

師
確
保
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　
　
外
科
系
医
師
10
名
程
度
は
必
要
と
思

っ
て
い
る
。
手
術
を
行
う
こ
と
が
病
院
経

営
上
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
全
国
的
に
外

科
医
が
不
足
し
て
い
る
が
、
２
名
な
い
し

３
名
程
度
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
　
Ｖ
Ｅ
提
案（※

）と
か
技
術
提
案
で
事

業
費
の
削
減
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

　
　
大
手
施
工
業
者
が
持
つ
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
事
業
費
の
削
減
を
図
り

た
い
。

　
委
員
の
意
見
と
し
て
、
病
院
建
設
は
大

事
で
あ
る
が
、
他
の
事
業
が
し
に
く
く
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
、
大
田
市
独

自
で
で
き
る
財
源
確
保
に
向
け
努
力
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
、「
地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
地

域
医
療
構
想
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出

に
つ
い
て
審
議
し
、
病
院
建
設
計
画
を
具

体
的
に
表
現
し
、
二
次
医
療
圏
、
中
核
病

院
と
い
う
位
置
付
け
も
入
れ
、
県
、
県
議

会
に
明
確
な
意
見
を
次
期
議
会
に
提
出
す

る
方
向
性
を
確
認
し
た
。

（※

）Ｖ
Ｅ
提
案
：
品
質
を
下
げ
な
い
で
コ
ス
ト
を
低
減
す

る
、
又
は
コ
ス
ト
を
上
げ
な
い
で
品
質
が
向
上
す
る
提
案
。

大
田
市
立
病
院
医
療
体
制
検
討

　
　
　
特
別
委
員
長
　
中
間
報
告

月森　和弘 委員長

問

問

問答 答

答

答問

▲平成 32 年秋、グランドオープン予定の大田市立病院

　
７
月
１
日（
金
）、今
年
度
９
回
目
を
迎
え

る
石
見
銀
山
遺
跡
世
界
遺
産
登
録
記
念
日

給
食
に
合
わ
せ
、議
長
を
含
む
総
務
教
育
委

員
会
の
委
員
７
名
と
副
議
長
が
大
田
３
中
を

訪
問
し
ま
し
た
。

「
石
見
銀
山
遺
跡
世
界
遺
産
登
録

記
念
日
給
食
」に
係
る
学
校
訪
問

で
大
田
３
中
へ

　
大
田
３
中
は
全
校
生
徒
数
が
32
名
の
小

規
模
な
学
校
で
す
が
、工
夫
さ
れ
た
授
業
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。生
徒
一
人
ひ
と
り

に
目
が
行
き
届
く
授
業
は
、個
性
を
活
か
せ

る
場
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
一
方
、当
日
の
給
食
は
、〜
未
来
へ
伝
え
よ

う
大
田
の（
食
）宝
〜
と
題
さ
れ
、地
元
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
特
別
献
立
が
提
供
さ

れ
、ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
、全
校
生
徒
、教
職
員

と
一
緒
に
味
わ
い
ま
し
た
。生
徒
に
よ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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いっぱん質問

石
見
銀
山
の
観
光
の
あ
り
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　見
直
す
べ
き
で
は

大
森
町
民
と
話
し
合
い
を
し
、

　
　
　
　
　新
し
い
石
見
銀
山
モ
デ
ル
を
つ
く
る

市政に対する一般質問は、６月９日、
１０日に行われ、１０人の議員が執行部
の考えをただしました。質問と答弁の
要旨は次のとおりです。掲載する質問
事項は、紙面の都合上、広報広聴委員
会で選定し、１人１議題としています。
(これまでの内容は、ホームページ
(http://www.city.ohda.lg.jp/)で
閲覧できます。)

　
世
界
遺
産
登
録
か
ら
10
周
年

を
迎
え
よ
う
と
す
る
中
、関
連

す
る
委
員
会
審
議
に
お
い
て
出
さ
れ
た

意
見
は
、ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

①
大
森
町
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
が

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ウ
ォ
ー
ク
に
な
っ
た
。観

光
客
が
減
少
し
た
中
、徒
歩
は
つ
ら
い
、

自
転
車
は
危
な
い
と
い
っ
た
人
の
た
め

に
、ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
タ
ク
シ
ー
導
入
を

す
べ
き
で
あ
る
。そ
う
し
た
観
光
全
般
を
、

大
森
町
民
と
話
し
合
う
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

②
観
光
バ
ス
予
約
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、

協
力
費
は
見
直
し
を
し
、駐
車
料
金
と
し

て
も
う
少
し
安
価
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

③
バ
ス
路
線
の
改
良
に
つ
い
て
。

④
滞
在
型
観
光
客
を
増
や
す
施
策
に
重

点
を
置
く
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

①
大
森
町
の
会
合
に
出
向
き
、

共
に
考
え
て
い
き
た
い
旨
の
説

明
を
し
、
一
定
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い

た
。
石
見
銀
山
モ
デ
ル
と
し
て
取
り
組
め

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

②
大
田
市
観
光
協
会
と
協
議
を
進
め
、
運

用
を
含
め
た
一
連
の
予
約
シ
ス
テ
ム
を
検

証
し
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

③
待
避
所
の
設
置
や
、
幅
員
確
保
等
路
線

全
体
の
整
備
は
困
難
で
あ
る
が
、
側
溝
蓋

掛
け
が
可
能
な
場
所
も
あ
り
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。
立
ち
木
の
枝
等
の
除
去
を
行

い
幅
員
全
体
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
交
通

安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

④
滞
在
型
観
光
客
の
誘
客
エ
リ
ア
と
し

て
、
関
西
、
山
陽
、
四
国
北
部
、
九
州
に

観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
み
、
セ
ー
ル
ス
活

動
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
エ
リ
ア
に
対
し
て

情
報
発
信
を
強
化
す
る
。

質
問

答
弁

河村　賢治 議員

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
を
問
う

実
現
の
た
め
に
必
要
な
戦
略
や
手
法
を

検
討
し
な
が
ら
、全
庁
・
全
市
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

　
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ

ラ
ン
と
、こ
れ
ま
で
展
開
さ
れ

て
き
て
い
る
健
康
施
策
と
の
整
合
性
、

ま
た
、昨
年
策
定
さ
れ
た「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」と
の
相
違
性

を
伺
う
。

①
市
の
目
指
す
健
康
都
市
ス
マ
ー
ト
・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
シ
テ
ィ
と
は
何
か
。

②
こ
の
際「
健
康
増
進
計
画
」と「
食
育

推
進
計
画
」「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を

一
体
化
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

　
健
康
ま
ち
づ
く
り
に
は
、主
と

し
て
市
民
を
対
象
と
し
た「
健
康

都
市
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
シ
テ
ィ
」

の
実
現
を
目
指
す
も
の
と
、主
と
し
て
来
訪

者
を
対
象
と
し
た「
健
康
保
養
都
市
」の
実

現
と
の
２
つ
の
側
面
が
あ
る
。「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
お
い
て
も
、

健
康
を
幅
広
い
視
点
か
ら
捉
え
て
お
り
、変

わ
る
も
の
で
は
な
い
。

①「
健
康
都
市
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・

シ
テ
ィ
」と
は
、「
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
」を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
諸
計
画
は
実
行
の
た
め
の

計
画
と
位
置
づ
け
、健
康
推
進
プ
ラ
ン
は
そ

れ
ら
の
指

針
と
す
る
。

諸
計
画
を

一
つ
に
集

約
す
る
形

で
は
な
く

目
指
す
姿

や
実
現
の

た
め
に
、

必
要
な
戦

略
や
手
法

を
検
討
し

な
が
ら
、全

庁
・
全
市

を
挙
げ
て

取
り
組
む
。

質
問

答
弁

松村　信之 議員

保
育
士
の
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
を

保
育
現
場
の
声
を
聞
き
、

　
　
　出
来
る
も
の
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

　
国
の「
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」に
お
い
て
、保
育
士
の
人

材
確
保
を
図
る
た
め
、資
格
取
得
に
向

け
た
支
援
、保
育
補
助
者
の
雇
用
に
よ

る
勤
務
環
境
の
改
善
や
離
職
し
た
保
育

士
の
再
就
業
支
援
な
ど
を
行
う
と
し
て

い
る
。こ
れ
に
伴
い
、本
市
に
お
い
て
、

保
育
士
の
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
を
直

ち
に
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

　
保
育
士
の
人
材
確
保
に
つ
い

て
は
、待
機
児
童
対
策
と
保
育

環
境
の
改
善
の
た
め
、処
遇
改
善
を
含
め
て

そ
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。保
育

士
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、現
在
、保
育
士

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
方
の
就
業
継
続
、現

場
の
環
境
改
善
が
重
要
で
あ
り
、こ
れ
ら
の

対
策
を
一
体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、大
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
お
け
る
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

の
推
進
に
向
け
、仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）の
効
果

的
な
啓
発
及
び
、仕
事
の
し
や
す
い
職
場
環

境
の
啓
発
に
努
め
る
。改
め
て
、保
育
現
場

の
声
を
聞
い
た
上
で
、出
来
る
も
の
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

質
問

答
弁

森山　幸太 議員

そうめん流しを楽しむ子どもたち（大田幼稚園と家庭的保育施設ステップルームの交流）

▶
６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

　
ヘ
ル
ス
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
研
修（
琴
ヶ
浜
）

▶
自
分
た
ち
で
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
を

　
試
食
す
る
園
児
た
ち（
波
根
保
育
園
）
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いっぱん質問

石
見
銀
山
の
観
光
の
あ
り
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　見
直
す
べ
き
で
は

大
森
町
民
と
話
し
合
い
を
し
、

　
　
　
　
　新
し
い
石
見
銀
山
モ
デ
ル
を
つ
く
る

市政に対する一般質問は、６月９日、
１０日に行われ、１０人の議員が執行部
の考えをただしました。質問と答弁の
要旨は次のとおりです。掲載する質問
事項は、紙面の都合上、広報広聴委員
会で選定し、１人１議題としています。
(これまでの内容は、ホームページ
(http://www.city.ohda.lg.jp/)で
閲覧できます。)

　
世
界
遺
産
登
録
か
ら
10
周
年

を
迎
え
よ
う
と
す
る
中
、関
連

す
る
委
員
会
審
議
に
お
い
て
出
さ
れ
た

意
見
は
、ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

①
大
森
町
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
が

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ウ
ォ
ー
ク
に
な
っ
た
。観

光
客
が
減
少
し
た
中
、徒
歩
は
つ
ら
い
、

自
転
車
は
危
な
い
と
い
っ
た
人
の
た
め

に
、ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
タ
ク
シ
ー
導
入
を

す
べ
き
で
あ
る
。そ
う
し
た
観
光
全
般
を
、

大
森
町
民
と
話
し
合
う
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

②
観
光
バ
ス
予
約
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、

協
力
費
は
見
直
し
を
し
、駐
車
料
金
と
し

て
も
う
少
し
安
価
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

③
バ
ス
路
線
の
改
良
に
つ
い
て
。

④
滞
在
型
観
光
客
を
増
や
す
施
策
に
重

点
を
置
く
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

①
大
森
町
の
会
合
に
出
向
き
、

共
に
考
え
て
い
き
た
い
旨
の
説

明
を
し
、
一
定
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い

た
。
石
見
銀
山
モ
デ
ル
と
し
て
取
り
組
め

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

②
大
田
市
観
光
協
会
と
協
議
を
進
め
、
運

用
を
含
め
た
一
連
の
予
約
シ
ス
テ
ム
を
検

証
し
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

③
待
避
所
の
設
置
や
、
幅
員
確
保
等
路
線

全
体
の
整
備
は
困
難
で
あ
る
が
、
側
溝
蓋

掛
け
が
可
能
な
場
所
も
あ
り
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。
立
ち
木
の
枝
等
の
除
去
を
行

い
幅
員
全
体
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
交
通

安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

④
滞
在
型
観
光
客
の
誘
客
エ
リ
ア
と
し

て
、
関
西
、
山
陽
、
四
国
北
部
、
九
州
に

観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
み
、
セ
ー
ル
ス
活

動
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
エ
リ
ア
に
対
し
て

情
報
発
信
を
強
化
す
る
。

質
問

答
弁

河村　賢治 議員

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
を
問
う

実
現
の
た
め
に
必
要
な
戦
略
や
手
法
を

検
討
し
な
が
ら
、全
庁
・
全
市
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

　
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ

ラ
ン
と
、こ
れ
ま
で
展
開
さ
れ

て
き
て
い
る
健
康
施
策
と
の
整
合
性
、

ま
た
、昨
年
策
定
さ
れ
た「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」と
の
相
違
性

を
伺
う
。

①
市
の
目
指
す
健
康
都
市
ス
マ
ー
ト
・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
シ
テ
ィ
と
は
何
か
。

②
こ
の
際「
健
康
増
進
計
画
」と「
食
育

推
進
計
画
」「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を

一
体
化
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

　
健
康
ま
ち
づ
く
り
に
は
、主
と

し
て
市
民
を
対
象
と
し
た「
健
康

都
市
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
シ
テ
ィ
」

の
実
現
を
目
指
す
も
の
と
、主
と
し
て
来
訪

者
を
対
象
と
し
た「
健
康
保
養
都
市
」の
実

現
と
の
２
つ
の
側
面
が
あ
る
。「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
お
い
て
も
、

健
康
を
幅
広
い
視
点
か
ら
捉
え
て
お
り
、変

わ
る
も
の
で
は
な
い
。

①「
健
康
都
市
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・

シ
テ
ィ
」と
は
、「
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
」を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
諸
計
画
は
実
行
の
た
め
の

計
画
と
位
置
づ
け
、健
康
推
進
プ
ラ
ン
は
そ

れ
ら
の
指

針
と
す
る
。

諸
計
画
を

一
つ
に
集

約
す
る
形

で
は
な
く

目
指
す
姿

や
実
現
の

た
め
に
、

必
要
な
戦

略
や
手
法

を
検
討
し

な
が
ら
、全

庁
・
全
市

を
挙
げ
て

取
り
組
む
。

質
問

答
弁

松村　信之 議員

保
育
士
の
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
を

保
育
現
場
の
声
を
聞
き
、

　
　
　出
来
る
も
の
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

　
国
の「
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」に
お
い
て
、保
育
士
の
人

材
確
保
を
図
る
た
め
、資
格
取
得
に
向

け
た
支
援
、保
育
補
助
者
の
雇
用
に
よ

る
勤
務
環
境
の
改
善
や
離
職
し
た
保
育

士
の
再
就
業
支
援
な
ど
を
行
う
と
し
て

い
る
。こ
れ
に
伴
い
、本
市
に
お
い
て
、

保
育
士
の
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
を
直

ち
に
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

　
保
育
士
の
人
材
確
保
に
つ
い

て
は
、待
機
児
童
対
策
と
保
育

環
境
の
改
善
の
た
め
、処
遇
改
善
を
含
め
て

そ
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。保
育

士
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、現
在
、保
育
士

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
方
の
就
業
継
続
、現

場
の
環
境
改
善
が
重
要
で
あ
り
、こ
れ
ら
の

対
策
を
一
体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、大
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
お
け
る
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

の
推
進
に
向
け
、仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）の
効
果

的
な
啓
発
及
び
、仕
事
の
し
や
す
い
職
場
環

境
の
啓
発
に
努
め
る
。改
め
て
、保
育
現
場

の
声
を
聞
い
た
上
で
、出
来
る
も
の
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

質
問

答
弁

森山　幸太 議員

そうめん流しを楽しむ子どもたち（大田幼稚園と家庭的保育施設ステップルームの交流）

▶
６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

　
ヘ
ル
ス
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
研
修（
琴
ヶ
浜
）

▶
自
分
た
ち
で
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
を

　
試
食
す
る
園
児
た
ち（
波
根
保
育
園
）
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地
震･

風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に

　
　
　
　お
け
る
、防
災
・
安
全
策
を
問
う

被
災
者
再
建
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
く

　
熊
本
、東
日
本
、阪
神
淡
路

の
大
震
災
、広
島
土
砂
災
害
等
、

甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い
る
。こ
れ
ら

を
教
訓
に
し
た
防
災
・
安
全
策
を
伺
う
。

①
三
瓶（
大
森
）･

三
ツ
子
山
断
層
の
実

在
と
断
層
ラ
イ
ン
を
明
ら
か
に
し
、周

知
を
図
る
。

②
公
共
施
設
の
耐
震
強
化
策
。

③
河
川
堤
防
の
強
靭
化
。

④
災
害
避
難
所
の
設
置
と
運
営
方
。

⑤
被
災
者
の
生
活
再
建
。

①
詳
細
な
調
査
や
評
価
が
行
わ

れ
て
な
く
、実
際
の
判
別
が
で
き

て
い
な
い
。さ
ら
な
る
周
知
を
含
め
住
宅
の

耐
震
化
等
を
促
す
。

②
市
庁
舎
の
耐
震
強
化
は
急
が
れ
る
。ま
た
、

指
定
緊
急
避
難
所
の
耐
久
化
率
は
85
％
、指

定
避
難
所
の
耐
久
化
率
は
92
％
で
あ
る
。上

水
道
の
耐
震
化
率
は
29
％
。公
共
施
設
の
耐

震
化
は
優
先
性
も
考
え
て
計
画
的
に
取
り

組
む
。

③
三
瓶
川
等
の
県
河
川
は
、５
月
中
に
点
検

調
査
し
て
い
る
。定
期
的
な
報
告
を
受
け
る

よ
う
に
し
た
い
。

④
女
性
な
ど
災
害
弱
者
に
配
慮
し
た
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
中
で
あ
る
。仮

設
住
宅
の
候
補
地
は
、大
田
運
動
公
園
と
温

泉
津
総
合
運
動
場
で
３
０
０
戸
分
が
確
保

で
き
る
。

⑤
被
災
者
生
活
再
建
支
援
は
、著
し
い
被
害

を
受
け
た
世
帯
に
対
し
、支
援
金
を
出
す
も

の
で
あ
る
。国
の
補
助
事
業
と
、小
規
模
被

害
に
は
市
の
単
独
事
業
が
あ
り
、同
一
額
を

支
給
し
て
お
り
、国
の
改
正
に
併
せ
て
充
実

す
る
。

質
問

答
弁

清水　勝 議員

原
発
の
再
稼
働
は
考
え
ら
れ
な
い

周
辺
地
域
の
意
見
を
十
分
尊
重
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

　
福
島
原
発
か
ら
学
ぶ
べ
き

こ
と
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で

あ
る
以
上
に「
い
の
ち
の
問
題
」で
あ
り
、

人
命
と
環
境
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

　
新
規
制
基
準
に
は
避
難
計
画
の
規
定

は
な
い
。つ
ま
り
、こ
の
実
効
性
は
中
国

電
力
も
国
も
責
任
を
負
お
う
と
し
て
い

な
い
。避
難
計
画
の
実
効
性
が
保
証
さ

れ
な
い
中
で
再
稼
働
は
考
え
ら
れ
な
い

が
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
平
成
24
年
11
月
、県
に
お
い
て
、

大
田
市
に
松
江
市
の
鹿
島
、生
馬
、

古
江
地
区
約
１
万
６
千
人
を
受
け
入
れ
る

広
域
避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

　
大
田
市
で
は
、平
成
25
年
１
月
26
日
に

３
１
０
人
の
方
が
バ
ス
で
避
難
さ
れ
、通

信
連
絡
訓
練
、災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
、

避
難
経
由
所
・
避
難
所
設
置
運
営
訓
練
な

ど
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
稼
働
に
係
る
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、周
辺

地
域
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。避
難
計
画

の
実
効
性
を
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
に
も
、

国
に
よ
る
支
援
体
制
強
化
の
働
き
か
け
な

ど
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。な

お
、原
子
力
安
全
・
防
災
対
策
の
充
実
な
ど
、

国
の
責
任
と
財
政
負
担
に
万
全
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
市
長
会
を
通
じ
、国
に
強

く
要
望
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

大西　修 議員

食
品
ロ
ス
削
減
と

　フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
支
援
の
取
組
み
は

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
、生
産
者
へ
の
感
謝
の

　
　
　
　気
持
ち
を
育
む
食
育
指
導
を
行
っ
て
い
る

　
ま
だ
十
分
食
べ
ら
れ
る
食

品
が
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う「
食

品
ロ
ス
」は
、主
に
家
庭
や
ス
ー
パ
ー
、

ホ
テ
ル
な
ど
で
発
生
す
る
。日
本
で
は

年
間
６
４
２
万
ト
ン
が
処
分
さ
れ
て
お

り
、ご
み
削
減
、食
育
・
環
境
教
育
の
観

点
か
ら
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、

食
品
を
無
償
提
供
す
る「
フ
ー
ド
バ

ン
ク
」事
業
も
全
国
で
広
ま
り
つ
つ

あ
り
、そ
の
支
援
も
必
要
と
考
え
る
。

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
大
田
市
の
教
育
施
設
に
お

け
る
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け

て
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、栄
養
教
諭
に
よ
る
食
べ
物
・

命
の
大
切
さ
、地
産
地
消
の
教
育
も
含
め
、

生
産
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
食
育

指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、食
べ
残
し

が
増
え
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
と
実
践
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
る
。

　「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」事
業
の
現
状
に
つ
い

て
は
、大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
平
成
27

年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
お
り
、米
、缶

詰
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、レ
ト
ル
ト
食
品

な
ど
、賞
味
期
限
が
お
よ
そ
１
か
月
前
の
食

品
を
市
内
の
企
業
や
個
人
か
ら
寄
付
を
受

け
、食
事
に
困
っ
て
い
る
生
活
困
窮
者
な
ど

へ
緊
急
避
難
的
に
支
給
し
て
い
る
。

　
大
田
市
で
は
、始
ま
っ
た
ば
か
り
の
事
業

で
あ
り
、実
施
に
あ
た
っ
て
の
課
題
や
そ
の

対
応
に
つ
い
て
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し

な
が
ら
、支
援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問

答
弁

石田　洋治 議員

温
泉
津･

仁
摩
支
所
の
現
状
と
今
後
は

市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　方
向
性
を
示
し
て
い
く

　
温
泉
津･

仁
摩
支
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、合
併
10
年
を
振

り
返
る
時
、次
の
４
点
を
問
う
。

①
両
支
所
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
本
当
に

維
持
で
き
て
い
る
か
。

②
支
所
の
統
廃
合
の
是
非
と
方
向
性
に

つ
い
て
。

③
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
で
現
状
を
ど
う

説
明
し
た
の
か
。

④
少
子
高
齢
化
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
の
か
。

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努

め
て
き
た
。効
率
的
な
行
政
運
営

の
中
、職
員
数
は
削
減
し
た
が
、限
ら
れ
た

職
員
数
で
、現
場
に
出
向
き
住
民
の
声
を
聞

く
努
力
を
続
け
て
い
く
。

②
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

行
政
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、関
係
部
課

長
に
よ
る
検
討
を
進
め
て
お
り
、年
内
を
目

途
に
方
向
性
を
示
し
た
い
。

③
総
合
計
画
や
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
、

ま
た
、予
算
・
決
算
の
状
況
等
を
主
な
協
議

事
項
と
し
て
、ご
質
問
や
ご
意
見
等
を
い
た

だ
い
た
。支
所
関
連
で
は
、支
所
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
策
や
支
所
の
存
廃
・
業
務

縮
小
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

④
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
、相
談
や
情

報
提
供
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
な
ど
を
行
い
、地
域

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
を
し
て
き
た
。

市
と
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

引
き
続
き
、ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

質
問

答
弁

林　茂樹 議員

▶
湯
泉
津
支
所
市
民
生
活
課
窓
口
の
風
景

▼平成24年度に実施された
　島根県原子力防災訓練
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地
震･

風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に

　
　
　
　お
け
る
、防
災
・
安
全
策
を
問
う

被
災
者
再
建
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
く

　
熊
本
、東
日
本
、阪
神
淡
路

の
大
震
災
、広
島
土
砂
災
害
等
、

甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い
る
。こ
れ
ら

を
教
訓
に
し
た
防
災
・
安
全
策
を
伺
う
。

①
三
瓶（
大
森
）･

三
ツ
子
山
断
層
の
実

在
と
断
層
ラ
イ
ン
を
明
ら
か
に
し
、周

知
を
図
る
。

②
公
共
施
設
の
耐
震
強
化
策
。

③
河
川
堤
防
の
強
靭
化
。

④
災
害
避
難
所
の
設
置
と
運
営
方
。

⑤
被
災
者
の
生
活
再
建
。

①
詳
細
な
調
査
や
評
価
が
行
わ

れ
て
な
く
、実
際
の
判
別
が
で
き

て
い
な
い
。さ
ら
な
る
周
知
を
含
め
住
宅
の

耐
震
化
等
を
促
す
。

②
市
庁
舎
の
耐
震
強
化
は
急
が
れ
る
。ま
た
、

指
定
緊
急
避
難
所
の
耐
久
化
率
は
85
％
、指

定
避
難
所
の
耐
久
化
率
は
92
％
で
あ
る
。上

水
道
の
耐
震
化
率
は
29
％
。公
共
施
設
の
耐

震
化
は
優
先
性
も
考
え
て
計
画
的
に
取
り

組
む
。

③
三
瓶
川
等
の
県
河
川
は
、５
月
中
に
点
検

調
査
し
て
い
る
。定
期
的
な
報
告
を
受
け
る

よ
う
に
し
た
い
。

④
女
性
な
ど
災
害
弱
者
に
配
慮
し
た
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
中
で
あ
る
。仮

設
住
宅
の
候
補
地
は
、大
田
運
動
公
園
と
温

泉
津
総
合
運
動
場
で
３
０
０
戸
分
が
確
保

で
き
る
。

⑤
被
災
者
生
活
再
建
支
援
は
、著
し
い
被
害

を
受
け
た
世
帯
に
対
し
、支
援
金
を
出
す
も

の
で
あ
る
。国
の
補
助
事
業
と
、小
規
模
被

害
に
は
市
の
単
独
事
業
が
あ
り
、同
一
額
を

支
給
し
て
お
り
、国
の
改
正
に
併
せ
て
充
実

す
る
。

質
問

答
弁

清水　勝 議員

原
発
の
再
稼
働
は
考
え
ら
れ
な
い

周
辺
地
域
の
意
見
を
十
分
尊
重
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

　
福
島
原
発
か
ら
学
ぶ
べ
き

こ
と
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で

あ
る
以
上
に「
い
の
ち
の
問
題
」で
あ
り
、

人
命
と
環
境
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

　
新
規
制
基
準
に
は
避
難
計
画
の
規
定

は
な
い
。つ
ま
り
、こ
の
実
効
性
は
中
国

電
力
も
国
も
責
任
を
負
お
う
と
し
て
い

な
い
。避
難
計
画
の
実
効
性
が
保
証
さ

れ
な
い
中
で
再
稼
働
は
考
え
ら
れ
な
い

が
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
平
成
24
年
11
月
、県
に
お
い
て
、

大
田
市
に
松
江
市
の
鹿
島
、生
馬
、

古
江
地
区
約
１
万
６
千
人
を
受
け
入
れ
る

広
域
避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

　
大
田
市
で
は
、平
成
25
年
１
月
26
日
に

３
１
０
人
の
方
が
バ
ス
で
避
難
さ
れ
、通

信
連
絡
訓
練
、災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
、

避
難
経
由
所
・
避
難
所
設
置
運
営
訓
練
な

ど
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
稼
働
に
係
る
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、周
辺

地
域
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。避
難
計
画

の
実
効
性
を
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
に
も
、

国
に
よ
る
支
援
体
制
強
化
の
働
き
か
け
な

ど
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。な

お
、原
子
力
安
全
・
防
災
対
策
の
充
実
な
ど
、

国
の
責
任
と
財
政
負
担
に
万
全
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
市
長
会
を
通
じ
、国
に
強

く
要
望
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

大西　修 議員

食
品
ロ
ス
削
減
と

　フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
支
援
の
取
組
み
は

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
、生
産
者
へ
の
感
謝
の

　
　
　
　気
持
ち
を
育
む
食
育
指
導
を
行
っ
て
い
る

　
ま
だ
十
分
食
べ
ら
れ
る
食

品
が
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う「
食

品
ロ
ス
」は
、主
に
家
庭
や
ス
ー
パ
ー
、

ホ
テ
ル
な
ど
で
発
生
す
る
。日
本
で
は

年
間
６
４
２
万
ト
ン
が
処
分
さ
れ
て
お

り
、ご
み
削
減
、食
育
・
環
境
教
育
の
観

点
か
ら
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、

食
品
を
無
償
提
供
す
る「
フ
ー
ド
バ

ン
ク
」事
業
も
全
国
で
広
ま
り
つ
つ

あ
り
、そ
の
支
援
も
必
要
と
考
え
る
。

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
大
田
市
の
教
育
施
設
に
お

け
る
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け

て
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、栄
養
教
諭
に
よ
る
食
べ
物
・

命
の
大
切
さ
、地
産
地
消
の
教
育
も
含
め
、

生
産
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
食
育

指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、食
べ
残
し

が
増
え
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
と
実
践
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
る
。

　「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」事
業
の
現
状
に
つ
い

て
は
、大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
平
成
27

年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
お
り
、米
、缶

詰
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、レ
ト
ル
ト
食
品

な
ど
、賞
味
期
限
が
お
よ
そ
１
か
月
前
の
食

品
を
市
内
の
企
業
や
個
人
か
ら
寄
付
を
受

け
、食
事
に
困
っ
て
い
る
生
活
困
窮
者
な
ど

へ
緊
急
避
難
的
に
支
給
し
て
い
る
。

　
大
田
市
で
は
、始
ま
っ
た
ば
か
り
の
事
業

で
あ
り
、実
施
に
あ
た
っ
て
の
課
題
や
そ
の

対
応
に
つ
い
て
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し

な
が
ら
、支
援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問

答
弁

石田　洋治 議員

温
泉
津･

仁
摩
支
所
の
現
状
と
今
後
は

市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　方
向
性
を
示
し
て
い
く

　
温
泉
津･

仁
摩
支
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、合
併
10
年
を
振

り
返
る
時
、次
の
４
点
を
問
う
。

①
両
支
所
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
本
当
に

維
持
で
き
て
い
る
か
。

②
支
所
の
統
廃
合
の
是
非
と
方
向
性
に

つ
い
て
。

③
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
で
現
状
を
ど
う

説
明
し
た
の
か
。

④
少
子
高
齢
化
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
の
か
。

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努

め
て
き
た
。効
率
的
な
行
政
運
営

の
中
、職
員
数
は
削
減
し
た
が
、限
ら
れ
た

職
員
数
で
、現
場
に
出
向
き
住
民
の
声
を
聞

く
努
力
を
続
け
て
い
く
。

②
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

行
政
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、関
係
部
課

長
に
よ
る
検
討
を
進
め
て
お
り
、年
内
を
目

途
に
方
向
性
を
示
し
た
い
。

③
総
合
計
画
や
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
、

ま
た
、予
算
・
決
算
の
状
況
等
を
主
な
協
議

事
項
と
し
て
、ご
質
問
や
ご
意
見
等
を
い
た

だ
い
た
。支
所
関
連
で
は
、支
所
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
策
や
支
所
の
存
廃
・
業
務

縮
小
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

④
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
、相
談
や
情

報
提
供
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
な
ど
を
行
い
、地
域

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
を
し
て
き
た
。

市
と
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

引
き
続
き
、ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

質
問

答
弁

林　茂樹 議員

▶
湯
泉
津
支
所
市
民
生
活
課
窓
口
の
風
景

▼平成24年度に実施された
　島根県原子力防災訓練
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仁
摩
道
の
駅（
仮
称
）整
備
計
画
に
お
け
る

地
元
高
校
と
の
連
携
は
有
効
で
は
な
い
か

非
常
に
重
要
で
あ
り
、高
校
の
魅
力
化

　
　
　と
い
う
点
か
ら
も
前
向
き
に
進
め
て
い
く

　
計
画
に
あ
る
地
域
連
携
機

能
の「
地
元
高
校
と
の
連
携
」

に
つ
い
て
、近
隣
に
立
地
す
る
県
立
邇

摩
高
校
の
生
徒
が
、道
の
駅
の
運
営
な

ど
様
々
な
分
野
で
中
心
的
役
割
を
果
た

し
活
躍
す
る
こ
と
が
、今
後
こ
の
地
域

の
産
業
人
材
・
職
業
人
材
の
育
成
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、地
元
高
校
と
の
連
携
は
、本

年
か
ら
取
り
組
み
始
め
た「
高
校
の
魅

力
化
」と
い
う
点
か
ら
も
非
常
に
有
効

と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

　
邇
摩
高
校
と
の
連
携
は
非
常

に
重
要
と
考
え
る
。生
徒
が
道
の

駅
を
実
践
の
場
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
が
、生
徒
一
人
一
人
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
向
か
う
一
助
と
な
り
、こ
の
地
域
の

産
業
人
材
・
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。ま
た
、地
元
の
高

校
生
が
深
く
関
与
す
る
こ
と
で
道
の
駅
自

体
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、地
域
住

民
に
愛
さ
れ
、親
し
み
の
持
て
る
施
設
に
な

る
も
の
と
考
え
る
。

　
議
員
の
提
案
は
、実
現
に
向
け
て
非
常
に

高
い
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
が
、現
在
、高
校
の

魅
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、高
校
側

と
十
分
な
協
議
を
行
い
な
が
ら
前
向
き
に

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

三浦　靖 議員

無
償
貸
し
付
け
の
土
地
の

　
　
　
　
　有
償
化
は
許
さ
れ
な
い
！

市
民
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
有
償
化
し
、

　
　
　
　
　
　減
免
割
合
の
統
一
基
準
を
設
け
る

　
２
月
25
日
、行
財
政
改
革
特

別
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
資

料
で
は
、無
償
貸
し
付
け
の
土
地
を
減

免
や
軽
減
措
置
を
設
け
た
上
で
、原
則

有
償
化
し
、事
業
者
負
担
の
平
準
化
と

自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
と
し
て
い
る
。

　
対
象
と
な
る
施
設
は
、老
人
福
祉
施

設
５
件
、障
が
い
者
施
設
４
件
、保
育
園

４
件
で
あ
る
。国
の
介
護
報
酬
引
き
下

げ
な
ど
社
会
保
障
費
の
削
減
が
続
く
中
、

国
の
悪
政
に
対
し
福
祉
を
守
る
の
が
市

の
役
割
で
あ
る
。有
償
化
は
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
。

　
公
共
施
設
の
適
正
配
置
を
進

め
る
中
で
、市
民
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
昨
年
度
、大
田
市
が
貸
し
付
け

て
い
る
全
て
の
土
地
に
つ
い
て
も
調
査
し

た
。議
会
よ
り
無
償
貸
し
付
け
の
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
と
い
う
指
摘
や
、福
祉
団
体
の

中
に
も
新
た
に
自
ら
土
地
を
取
得
し
て
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と
の

負
担
の
公
平
性
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
。原

則
と
し
て
有
償
化
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
、

２
月
の
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
で
説
明

を
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
減
免
割
合
の
統
一
基
準
を

新
た
に
設
け
、社
会
福
祉
施
設
に
関
し
て
も

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
１
０
０
％
減
免
、老

人
福
祉
施
設
、障
が
い
者
施
設
、保
育
園
に

関
し
て
は

70
％
減
免

と
し
、急

激
な
負
担

増
を
考
慮

し
、激
変

緩
和
措
置

を
含
む
５

年
間
の
軽

減
措
置
を

設
け
る
中

で
有
償
化

す
る
。

質
問

答
弁

福田　佳代子 議員

大
田
市
に
お
け
る
小
さ
な
拠
点
づ
く
り

　
　（持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り
）の
今
後
は

各
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く

　
県
は
、中
山
間
地
域
活
性
化

の
柱
と
し
て「
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
」事
業
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

当
市
に
お
い
て
も
、「
大
田
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
基
本

目
標
の
中
で
、「
持
続
可
能
な
集
落
づ
く

り
」を
掲
げ
て
い
る
が
、県
と
の
連
携
や
、

今
後
の
事
業
の
方
向
性
、予
算
、活
動
の

拠
点
、地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い

て
伺
う
。　

当
市
で
は
、県
の「
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
」の
基
本
目
標「
生
活

機
能
・
生
活
交
通
の
確
保
・
地
域
産
業
の

振
興
」の
他
に
、市
独
自
に「
移
住
・
定
住
の

促
進
」を
加
え「
持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。こ
れ
ま
で
も

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」な
ど
を

通
し
、各
地
域
で
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を

支
援
し
て
き
た
。　

　
持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り
は
、地
域
の

方
々
に
主
体
的
に
参
画
し
て
頂
き
、住
民
主

体
の
議
論
の
中
で
取
り
組
み
を
具
体
化
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、地
域
で
の
取

り
組
み
の
企
画
・
立
案
か
ら
実
施
に
至
る

ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
て
、国
・

県
と
も
連
携
し
的
確
な
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。拠
点
は
各
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
を
想
定
し
て
い
る
。

　
担
い
手
不
足
の
解
消
策
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
会
の
開
催
や
、Ｕ
タ
ー
ン
者
な
ど

の
定
住
対
策
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
、外

部
か
ら
の
人
材
確
保
に
も
努
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

胡摩田　弘孝 議員

▶
有
償
化
予
定
の
老
人
福
祉
施
設

　（
ビ
ラ
た
か
や
ま
）

▲邇摩高校で開催されたスプリングフェア

近畿大田市人会総会開催される近畿大田市人会総会開催される

　
平
成
28
年
度
近
畿
大
田
市
人
会
総

会
及
び
交
流
会
が
、６
月
18
日（
土
）

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー（
大
阪
市
）

で
開
催
さ
れ
、約
２
２
０
名
の
大
田
市

出
身
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
大
田
市
か
ら
は
、竹
腰
市
長
、内
藤

議
長
、木
村
副
議
長
、大
田
商
工
会
議

所
会
頭
・
副
会
頭
、大
田
市
観
光
協
会

理
事
、市
職
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、平
成
27
年
度
事
業
報

告
・
会
計
報
告
、平
成
28
年
度
事
業

計
画（
案
）の
承
認
が
あ
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、大
田
市
出
身
の
柿

迫
さ
ん
が
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
、

５
人
組
の
オ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト『
レ
ジ
ェ
ン

ド
』に
よ
る
曲
披
露
や
、大
屋
神
楽
社

中
に
よ
る
石
見
神
楽
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。皆
さ
ん
故
郷
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
な
が
ら
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、ふ
る
さ
と
の
特
産
品
な
ど

が
当
た
る
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会

も
行
わ
れ
、会
場
は
賑
わ
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

▼中央まちづくり委員会事業
　（代官芋苗植えつけの様子）

▲オペラユニット『レジェンド』による曲披露の様子（一番左が柿迫さん）　
内藤芳秀議長　祝辞
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仁
摩
道
の
駅（
仮
称
）整
備
計
画
に
お
け
る

地
元
高
校
と
の
連
携
は
有
効
で
は
な
い
か

非
常
に
重
要
で
あ
り
、高
校
の
魅
力
化

　
　
　と
い
う
点
か
ら
も
前
向
き
に
進
め
て
い
く

　
計
画
に
あ
る
地
域
連
携
機

能
の「
地
元
高
校
と
の
連
携
」

に
つ
い
て
、近
隣
に
立
地
す
る
県
立
邇

摩
高
校
の
生
徒
が
、道
の
駅
の
運
営
な

ど
様
々
な
分
野
で
中
心
的
役
割
を
果
た

し
活
躍
す
る
こ
と
が
、今
後
こ
の
地
域

の
産
業
人
材
・
職
業
人
材
の
育
成
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、地
元
高
校
と
の
連
携
は
、本

年
か
ら
取
り
組
み
始
め
た「
高
校
の
魅

力
化
」と
い
う
点
か
ら
も
非
常
に
有
効

と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

　
邇
摩
高
校
と
の
連
携
は
非
常

に
重
要
と
考
え
る
。生
徒
が
道
の

駅
を
実
践
の
場
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
が
、生
徒
一
人
一
人
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
向
か
う
一
助
と
な
り
、こ
の
地
域
の

産
業
人
材
・
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。ま
た
、地
元
の
高

校
生
が
深
く
関
与
す
る
こ
と
で
道
の
駅
自

体
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、地
域
住

民
に
愛
さ
れ
、親
し
み
の
持
て
る
施
設
に
な

る
も
の
と
考
え
る
。

　
議
員
の
提
案
は
、実
現
に
向
け
て
非
常
に

高
い
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
が
、現
在
、高
校
の

魅
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、高
校
側

と
十
分
な
協
議
を
行
い
な
が
ら
前
向
き
に

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

三浦　靖 議員

無
償
貸
し
付
け
の
土
地
の

　
　
　
　
　有
償
化
は
許
さ
れ
な
い
！

市
民
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
有
償
化
し
、

　
　
　
　
　
　減
免
割
合
の
統
一
基
準
を
設
け
る

　
２
月
25
日
、行
財
政
改
革
特

別
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
資

料
で
は
、無
償
貸
し
付
け
の
土
地
を
減

免
や
軽
減
措
置
を
設
け
た
上
で
、原
則

有
償
化
し
、事
業
者
負
担
の
平
準
化
と

自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
と
し
て
い
る
。

　
対
象
と
な
る
施
設
は
、老
人
福
祉
施

設
５
件
、障
が
い
者
施
設
４
件
、保
育
園

４
件
で
あ
る
。国
の
介
護
報
酬
引
き
下

げ
な
ど
社
会
保
障
費
の
削
減
が
続
く
中
、

国
の
悪
政
に
対
し
福
祉
を
守
る
の
が
市

の
役
割
で
あ
る
。有
償
化
は
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
。

　
公
共
施
設
の
適
正
配
置
を
進

め
る
中
で
、市
民
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
昨
年
度
、大
田
市
が
貸
し
付
け

て
い
る
全
て
の
土
地
に
つ
い
て
も
調
査
し

た
。議
会
よ
り
無
償
貸
し
付
け
の
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
と
い
う
指
摘
や
、福
祉
団
体
の

中
に
も
新
た
に
自
ら
土
地
を
取
得
し
て
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と
の

負
担
の
公
平
性
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
。原

則
と
し
て
有
償
化
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
、

２
月
の
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
で
説
明

を
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
減
免
割
合
の
統
一
基
準
を

新
た
に
設
け
、社
会
福
祉
施
設
に
関
し
て
も

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
１
０
０
％
減
免
、老

人
福
祉
施
設
、障
が
い
者
施
設
、保
育
園
に

関
し
て
は

70
％
減
免

と
し
、急

激
な
負
担

増
を
考
慮

し
、激
変

緩
和
措
置

を
含
む
５

年
間
の
軽

減
措
置
を

設
け
る
中

で
有
償
化

す
る
。

質
問

答
弁

福田　佳代子 議員

大
田
市
に
お
け
る
小
さ
な
拠
点
づ
く
り

　
　（持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り
）の
今
後
は

各
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く

　
県
は
、中
山
間
地
域
活
性
化

の
柱
と
し
て「
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
」事
業
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

当
市
に
お
い
て
も
、「
大
田
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
基
本

目
標
の
中
で
、「
持
続
可
能
な
集
落
づ
く

り
」を
掲
げ
て
い
る
が
、県
と
の
連
携
や
、

今
後
の
事
業
の
方
向
性
、予
算
、活
動
の

拠
点
、地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い

て
伺
う
。　

当
市
で
は
、県
の「
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
」の
基
本
目
標「
生
活

機
能
・
生
活
交
通
の
確
保
・
地
域
産
業
の

振
興
」の
他
に
、市
独
自
に「
移
住
・
定
住
の

促
進
」を
加
え「
持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。こ
れ
ま
で
も

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」な
ど
を

通
し
、各
地
域
で
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を

支
援
し
て
き
た
。　

　
持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り
は
、地
域
の

方
々
に
主
体
的
に
参
画
し
て
頂
き
、住
民
主

体
の
議
論
の
中
で
取
り
組
み
を
具
体
化
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、地
域
で
の
取

り
組
み
の
企
画
・
立
案
か
ら
実
施
に
至
る

ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
て
、国
・

県
と
も
連
携
し
的
確
な
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。拠
点
は
各
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
を
想
定
し
て
い
る
。

　
担
い
手
不
足
の
解
消
策
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
会
の
開
催
や
、Ｕ
タ
ー
ン
者
な
ど

の
定
住
対
策
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
、外

部
か
ら
の
人
材
確
保
に
も
努
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

胡摩田　弘孝 議員

▶
有
償
化
予
定
の
老
人
福
祉
施
設

　（
ビ
ラ
た
か
や
ま
）

▲邇摩高校で開催されたスプリングフェア

近畿大田市人会総会開催される近畿大田市人会総会開催される

　
平
成
28
年
度
近
畿
大
田
市
人
会
総

会
及
び
交
流
会
が
、６
月
18
日（
土
）

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー（
大
阪
市
）

で
開
催
さ
れ
、約
２
２
０
名
の
大
田
市

出
身
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
大
田
市
か
ら
は
、竹
腰
市
長
、内
藤

議
長
、木
村
副
議
長
、大
田
商
工
会
議

所
会
頭
・
副
会
頭
、大
田
市
観
光
協
会

理
事
、市
職
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、平
成
27
年
度
事
業
報

告
・
会
計
報
告
、平
成
28
年
度
事
業

計
画（
案
）の
承
認
が
あ
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、大
田
市
出
身
の
柿

迫
さ
ん
が
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
、

５
人
組
の
オ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト『
レ
ジ
ェ
ン

ド
』に
よ
る
曲
披
露
や
、大
屋
神
楽
社

中
に
よ
る
石
見
神
楽
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。皆
さ
ん
故
郷
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
な
が
ら
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、ふ
る
さ
と
の
特
産
品
な
ど

が
当
た
る
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会

も
行
わ
れ
、会
場
は
賑
わ
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

▼中央まちづくり委員会事業
　（代官芋苗植えつけの様子）

▲オペラユニット『レジェンド』による曲披露の様子（一番左が柿迫さん）　
内藤芳秀議長　祝辞
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坂
根
印
刷 

納

　
慣
例
に
よ
る
役
員
改
選
で
、二
年
間
、広

報
広
聴
委
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
委
員
一
丸
と
な
り
、「
情
報
の
提
供
と
共

有
化
」を
図
る
た
め
に
も
、情
報
発
信
の
中

心
と
な
っ
て
、議
会
の
真
意
が
伝
わ
る
広
報

誌
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、ま
た
、市
民
の
皆

様
方
に
、手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、読
み
よ
く
・
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、今
年
度
も
議
会
報
告
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。皆
様
方
に
は
、議
会
広

報
誌
、あ
る
い
は
、議
会
活
動
等
々
、い
ろ
い

ろ
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
塩
谷
　
裕
志
）

　５月号に続き、新体制となった委員会の紹介です。今回より３回にわたり、各常任委員会（総務教育・民生・
産業建設）を紹介していきます！まずは、総務教育委員会です。政策企画部、総務部、消防部、教育委員会等を
担当しています。委員それぞれ、新たな気持ちでスタートしました。「そ・う・む・きょ・う・い・く」を頭に意気込
みを語ります！

視察受け入れ
視察日 議　会　名 人数 視　　察　　項　　目

5月10日
5月23日

鹿児島県伊佐市
鳥取県米子市

定住促進の取り組み
議会報告会の運営等

10名
11名

編
集
後
記

編
集
後
記

新 総 務 教 育 委 員 会 紹 介

く

い

そ

きょう

う

む
河 

村 有 

光

石 

橋

三 

浦

胡
摩
田

松 

村

内 

藤

次の定例会は
9月5日～29日の予定です。
市議会を身近に感じる良い機会です。
お気軽にお越しください。

◇傍聴席は定員64人です。
◇多数で傍聴に来られる場合は、あらかじめ
   議会事務局へご連絡ください。

議会傍聴のご案内

ま も と 地
震 等 を 教
訓に、いつ

でも、どこでも起き
る身近な災害を想
定して、対応策や課
題解決策等につい
て、積極的に取り組
んでいきます。

有光　孝次 委員

つ も 元 気
で、いちば
ん 西 か ら
通 っ て い

る、温泉大好き３世帯
９人家族です。元気な
大田市を目指し発言
していきます。

河村　賢治 委員

私無偏で
委員会に
取り組ん
できてお

りますが、引き続き
再任されましたの
で、特に消防・教育
に積極的に取り組ん
でいきます。

石橋　秀利 委員

ーマ銀のように世界をめ
ぐり、三瓶山のように大
地に根ざす地域の人材を

育て、世界と大田の未来を切り
拓くための教育を目指します。

三浦　靖 委員長

しろ姿なら許されるで
しょうが、いつも本会議
の中継では、質問者の後

方で目立っています。委員会でも
目立って頑張ります！

松村　信之 副委員長

ういくは一日にして成ら
ず。育むことを大切に、

子どもたちの心や身体が健や
かに成長することを願って活動
していきます。

内藤　芳秀 委員

っと声に出すにはお腹
に力が入ります。気合
が入る言葉です。“受け

取る”“動く”“打ち込む”“打ち
出す”を心がけます。

胡摩田　弘孝 委員

市
議
会
だ
よ
りお
お
だ
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